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福祉の向上と住みよい町に”
　
昭
和
五
十
年
度
の
町
の
予
算
が
、
そ
れ

ぞ
れ
決
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
ほ
か
七
っ

の
特
別
会
計
は
、
し
め
て
十
九
億
九
千
五

百
三
十
一
万
六
千
円
と
、
ほ
ぼ
二
十
億
に

手
の
届
く
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
不
況
、
イ
ソ
フ
レ
と
さ
わ
が
れ
て
い
る

中
で
、
国
や
県
の
方
針
に
歩
調
を
そ
ろ
え

な
が
ら
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
住
み
よ
い

町
づ
く
り
に
、
積
極
的
に
取
組
ん
だ
予
算

と
い
わ
れ
て
お
り
、
全
部
の
会
計
で
の
比

《特集・50年度予算の概要＞
較
は
、
前
年
当
初
よ
り
四
＋
八
、

ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
大
き
な
伸

び
を
し
め
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
い

ず
れ
の
会
計
で
も
歳
入
面
の
伸

び
悩
み
が
目
だ
ち
、
一
方
に
お

け
る
歳
出
は
、
行
政
に
対
す
る

要
望
の
増
や
、
事
業
費
の
増
嵩

な
ど
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
で
、
き
び
し
い
や
り
く
り
の

あ
と
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
後
も
歳
入

財
源
の
確
保
に
は
、
極
力
目
を

光
ら
せ
、
一
方
の
歳
出
で
は
、

さ
ら
に
節
約
ム
ー
ド
を
浸
透
さ

せ
る
方
針
と
な
り
ま
し
た
。

　
と
か
く
、
地
方
自
治
体
の
財

政
は
、
硬
直
化
の
傾
向
に
あ
る

と
の
批
判
の
中
で
、
総
合
開
発

第
二
次
五
か
年
計
画
を
尊
重
し

な
が
ら
、
尽
せ
る
だ
け
の
手
を

尽
し
、
健
全
財
政
を
つ
ら
ぬ
い

た
予
算
と
い
え
ま
し
よ
う
。

　
本
号
は
、
成
立
し
た
五
十
年

度
予
算
の
内
容
を
、
お
知
ら
せ

す
る
特
集
と
し
て
み
ま
し
た
。



（2）

町政のひろばNα14昭和50年4月15日

計A
置般

後進性からの脱却をめざし
　　　　　　　　　　投資面に力点

今年の指針
一
、
健
康
と
福
祉
の
充
実

二
、
教
育
文
化
の
向
上

＝
「
道
路
整
備
と
豪
雪
対
策

四
、
産
業
の
振
興

五
、
生
活
環
境
の
整
備

　
十
四
億
四
千
四
百
八
十
八
万
八

千
円
が
一
般
会
計
の
規
模
で
す
。

こ
れ
は
、
前
年
当
初
よ
り
四
十
六

・
四
パ
ー
セ
ソ
ト
と
大
幅
な
伸
び

率
で
す
。

　
こ
の
予
算
を
編
成
し
た
町
長
は

「
国
県
の
方
針
に
同
調
し
、
抑
制

新
年
度
予
算
成
立
の
と
き

予
算
を
堅
持
し
て
い
る
が
、
社
会

的
不
公
正
の
是
正
、
住
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
財
源
の
重
点
的
な

配
分
で
、
積
極
的
な
姿
勢
を
つ
ら

》
き
イ
～
鵯
オ
、
イ
～

ぬ
い
て
い
る
。
山
間
へ
き
地
、
豪

雪
地
帯
の
後
進
性
か
ら
脱
却
す
る

た
め
、
最
大
限
の
努
力
を
払
っ
た

予
算
で
あ
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
歳
入
財
源
が
乏
し
い
中
で
、
ほ

ぽ
前
年
よ
り
五
割
近
い
増
額
予
算

と
な
っ
た
こ
と
を
み
て
も
、
こ
の

基
本
方
針
が
う
な
ず
か
れ
る
と
こ

ろ
と
い
え
ま
し
よ
う
。

　
経
費
は
最
少
に
、
投
資
は
積
極

的
に
と
い
う
の
が
、
今
年
の
大
き

な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
下
指
針
の
概
要
で
す
。

〆
オ
k
2
』
Σ
「
k
ノ
、
き
《

◎
健
康
と
福
祉
の
充
実

　
健
康
こ
そ
、
明
る
い
豊
か
な
町

づ
く
り
の
も
と
と
い
え
ま
し
よ
う

　
近
年
成
人
病
が
増
え
る
傾
向
に

あ
り
町
で
も
、
死
亡
者
の
う
ち
六

十
五
パ
ー
セ
ソ
ト
が
、
成
人
病
に

よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
成
人
病
対
策
は
急

務
で
あ
り
、
今
年
は
、
全
成
人
者

を
対
象
と
し
て
、
検
診
の
徹
底
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
、
妊
産
婦
な
ど

の
検
診
も
い
っ
そ
う
強
め
る
計
画

で
す
。

　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は

常
に
県
下
の
ト
ッ
プ
で
、
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。
引
続
い
て
施
設
の

充
実
を
は
か
り
、
皆
さ
ん
か
ら
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
に
し
た
い

考
え
で
す
。

　
十
日
町
市
と
の
衛
生
施
設
組
合

も
、
昨
年
ご
み
焼
却
炉
の
増
設
が

終
り
、
順
調
な
運
営
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
今
年
か
ら
は
、
し
尿
処
理
施
設

を
増
設
す
る
計
画
が
あ
る
ほ
か
、

火
葬
場
の
関
係
も
組
合
に
加
入
し

ま
し
た
の
で
、
中
屋
敷
の
火
葬
場

は
取
り
こ
わ
し
、
白
倉
に
簡
易
火

葬
炉
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
福
祉
の
面
で
は
、
国
県
の

施
策
に
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
さ
ら
に

き
め
細
か
な
事
業
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
川
西
町
は
四
つ
の
認
可

保
育
所
と
、
三
っ
の
へ
き
地
保
育

所
が
あ
り
ま
す
が
、
三
歳
児
以
上

の
保
育
率
は
、
お
よ
そ
八
十
パ
ー

セ
ソ
ト
、
全
幼
児
を
対
象
と
し
た

場
合
五
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
県

下
で
も
最
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す

　
今
年
は
、
中
仙
田
に
定
員
八
十

名
木
造
平
屋
建
て
の
認
可
保
育
所

を
建
設
し
、
五
十
一
年
四
月
か
ら

開
所
す
る
計
画
で
す
。

　
お
年
よ
り
か
ら
、
安
心
し
て
暮

し
て
い
た
だ
く
た
め
、

も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ま
せ
ん
。

　
六
十
歳
以
上
の
人
は
現
在
千
九

百
五
十
名
（
全
体
の
十
九
パ
f
セ

ソ
ト
弱
）
で
す
が
、
健
康
診
断
や

寝
た
き
り
者
の
介
護
、
敬
老
諸
行

事
な
ど
の
充
実
に
意
を
用
い
て
い

ま
す
。

　
町
内
老
人
に
憩
い
の
家
を
無
料

開
放
し
た
こ
と
も
、
そ
う
し
た
配

慮
か
ら
で
す
。

　
　
　
　

　
　
　
式

　
燃
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し
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い

　
　
　
と

　
　
　
ん

　
　
　
さ

　
　
　
母

　
　
　
お

老
人
福
祉
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∂
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◎
教
育
文
化
の
向
上

　
教
育
費
は
、
総
予
算
の
二
十
一

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
最
も
大
き
い

も
の
で
す
。

　
中
学
校
が
名
実
と
も
に
川
西
中

学
校
に
切
り
か
わ
っ
た
年
に
あ
た

り
、
ス
ク
ー
ル
パ
入
の
購
入
や
、

寄
宿
舎
の
建
設
な
ど
が
目
玉
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
日
に
は
、
仙
田
、
白
倉

両
中
学
生
百
四
十
四
名
が
加
わ
り

四
百
九
十
名
、
十
三
学
級
と
い
う

理
想
的
な
川
西
中
が
発
足
し
ま
し

た
。

　
小
学
校
費
は
、
大
き
な
事
業
は

な
く
施
設
や
設
備
の
充
実
の
た
め

　
　
　
（
次
頁
上
段
へ
）
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の
費
用
が
盛
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
費
は
、
園
舎
の
建
設
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
鉄
筋
平
屋

建
て
、
四
百
三
十
五
平
方
メ
ー
ト

ル
の
規
模
で
秋
ご
ろ
に
は
完
成
の

見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
高
校
の
川
西
分
校
は
、

五
十
一
年
に
な
る
と
教
室
の
不
足

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
債
務
負
担

に
よ
り
、
旧
仙
田
中
の
校
舎
を
移

築
す
る
考
え
で
す
。

　
独
立
校
を
一
日
で
も
早
く
誘
致

す
る
た
め
、
町
と
し
て
の
受
入
れ

体
制
を
整
え
る
も
の
と
い
え
ま
し

よ
う
。

　
そ
の
ほ
か
、
社
会
教
育
の
面
で

は
、
文
化
財
の
保
全
、
民
俗
資
料

の
収
集
や
成
人
式
、
敬
老
会
な
ど

の
経
費
を
見
積
っ
て
い
る
ほ
か
、

町
民
体
育
館
の
建
設
は
、
本
年
も

さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
期
間
と
し

ま
し
た
。

通
学
パ
ス
を
待
つ
ひ
と
と
き
（
川
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
謹
欝

◎
道
路
整
備
と
豪
雪
対
策

　
土
木
費
は
、
一
億
五
千
六
百
万

円
で
前
年
よ
り
十
二
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
ほ
ど
の
伸
び
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

　
町
道
改
良
十
、
舗
装
六
、
消
雪

パ
イ
プ
一
の
十
七
路
線
の
計
画
で

す
。

　
改
良
に
つ
い
て
は
、
除
雪
を
可

能
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
原
則
と

し
た
も
の
で
す
が
、
資
材
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
、
予
定
事
業
の
全
部

を
完
了
で
き
る
か
ど
う
か
、
多
少

危
ぶ
ま
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
年
々
、
道
路
網
の
整
備
が
進
め

　
　
　
饗

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
事
業

が
完
了
し
た
場
合
、
町
内
の
改
良

舗
装
の
割
合
い
は
、
国
道
が
百
パ

ー
セ
ソ
ト
、
県
道
改
良
四
十
、
舗

装
六
十
一
、
町
道
は
、
改
良
十
六

舗
装
九
と
い
う
率
で
す
。

　
ま
た
、
消
雪
パ
イ
ブ
は
、
県
道

が
千
七
十
メ
ー
ト
ル
、
町
道
が
五

百
メ
ー
ト
ル
の
事
業
計
画
で
す
。

◎産業の振興

そ
の
ほ
か
橋
り
よ
う
の
関
係
は
、

千
五
百
万
円
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
除
雪
関
係
は
、
千
四
百

万
円
を
盛
っ
て
万
全
を
期
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
を

は
じ
め
、
グ
レ
ー
ダ
」
ロ
ー
タ

リ
ー
車
な
ど
町
で
所
有
す
る
機
械

は
十
二
台
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

を
ふ
る
に
活
用
す
る
予
算
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
『

　
ほ
場
整
備
も
本
年
の
六
十
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
残
す
だ
け
と
な
り
ま

し
た
。
五
十
一
年
か
ら
は
、
全
面

積
に
作
付
け
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
今
年
は
、
道
水
路
工
事
を
含
め

七
億
円
余
り
、
か
ん
排
関
係
で
五

億
ほ
ど
の
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
仙
田
地
区
の
開
発
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
本
年
赤
谷
地

区
で
四
』
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場

整
備
を
モ
デ
ル
的
に
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
二
次
構
も
三
年
目
を
迎
え
、
軌

道
に
の
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
年

は
、
橘
地
区
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
と
し
て
、
東
部
地
区
一

億
六
千
百
万
、
東
部
第
二
地
区
五

千
百
万
、
東
部
第
三
地
区
一
億
二

昨
年
十
一
月
、
起
工
式
の
深
瀬
橋

千
三
百
万
の
事
業
と
な
り
ま
す
。

　
ほ
場
整
備
及
び
二
次
構
に
よ
り

近
代
的
な
営
農
体
系
も
目
前
と
な

り
ま
し
た
。

　
た
ば
こ
、
大
豆
な
ど
の
増
反
や

畜
産
の
振
興
、
養
蚕
関
係
も
前
年

以
上
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
ほ

か
、
林
業
に
つ
い
て
は
、
引
続
き

林
道
開
削
八
百
メ
ー
ト
ル
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
．
、
造
林
を
推
進
す
る
た
め

に
、
林
分
改
良
開
発
事
業
の
導
入

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
費
は
産
業
育
成
資
金
の
貸

付
け
や
、
商
工
会
、
観
光
協
会
へ

の
補
助
な
ど
の
ほ
か
、
野
口
白
倉

観
光
道
路
の
舗
装
、
節
黒
城
跡
キ

ャ
ン
プ
場
、
二
六
公
園
の
整
備
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

◎
生
活
環
境
の
整
備

　
過
疎
現
象
も
よ
う
や
く
落
着
き

を
み
せ
て
い
ま
す
。
生
計
を
営
む

仕
事
が
あ
っ
て
、
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
が
で
き
る
な
ら
、
人
々
は

喜
ん
で
住
ん
で
く
れ
る
こ
と
で
し

よ
レ
つ
。

　
高
倉
の
セ
カ
ソ
ド
ハ
ウ
ス
は
、

都
会
の
人
た
ち
か
ら
好
評
を
得
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
遊
休
地

等
を
利
用
し
て
休
養
団
地
の
造
成

を
す
る
予
定
で
す
。

　
広
域
市
町
村
圏
の
関
係
で
は
、

津
南
に
あ
る
総
合
福
祉
セ
ソ
タ
ー

や
、
十
日
町
の
と
畜
場
な
ど
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
広
域
消
防
の
川
西
分
遣

所
は
職
員
二
名
の
増
員
で
、
総
員

十
三
名
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度

五
千
五
百
二
十
六
万
円
の
負
担
金

で
す
が
、
こ
の
中
に
は
、
分
遣
所

の
維
持
管
理
や
非
常
備
消
防
施
設

を
充
実
す
る
費
用
を
含
ん
で
い
る

も
の
で
す
。

　
分
遣
所
開
設
以
来
、
大
き
な
火

災
も
な
く
、
救
急
業
務
も
円
滑
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
関
連
し
て
交
通
安
全
の
面
で
す

が
、
二
百
三
十
七
万
の
予
算
で
、

さ
ら
に
対
策
に
力
を
注
ぐ
方
針
で

す
。
死
亡
事
故
ゼ
・
の
日
が
現
在

九
百
日
近
く
続
い
て
い
ま
す
が
、

目
標
の
一
千
日
（
七
月
三
日
）
に

向
け
努
力
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
近
の
わ
が
町
は
、
関
係
者
の

努
力
に
よ
っ
て
、
伝
染
病
、
火
災

交
通
事
故
死
と
も
皆
無
と
な
っ
て

お
り
、
誇
り
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
町
民
各
位
の
自
覚
の
も
と
に

さ
ら
に
こ
の
記
録
も
続
け
た
い
と

こ
ろ
と
い
え
ま
し
よ
う
。

　
さ
て
、
四
十
九
年
度
か
ら
の
事

業
と
し
て
、
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

の
建
設
が
あ
り
ま
す
。
総
工
費
約

七
千
九
百
万
、
二
か
年
の
継
続
事

業
で
、
本
年
は
残
り
の
工
事
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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　　　　”歳

　　　単入
　　　位
　　　　．　　●

　　　声歳

　　　　1出

　　　　　　　の

　　　　　　　内

　26，179
誕出金

　20，500
1有財産購入
14，699

他19，944

848，578

　　　　町
　　　　　　税

固定資産税　　の

　9＆1詔　　　内

　　　　　　　　　訳

　　　　市町村民税
　　　　48，270

軽自動車税3，124一

翻駿有税101｝

電気税　5，500

たばこ消費税　13，500

　　　　その他
　　　　5a774色2％

辮騰噺

地方交付税

585，000

（4α5％）∠

　　　県支出金　　　　一『rl

　　　173，487
　　　（12。o％）

国庫支出金　　歳入

202，876
　　　　　　　1444888
（140％）　　　，　ヲ

　　町債

　　　234、400
　　　　（162％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（投資的経費）　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　工事講負費434，122

　　　　　　　　　　　　　その他欝辮〕285・”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　扶助タ
　　　　　　　　　　　　　　7π678
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳出　委

　　　　　　　　　　　　（消費的経費）
　　　　　　　　　　　　給料1ga387鑛あ爆的繰

款別の歳出額灘鵜翼8既
　　　　　　　　　　　　　賃金32，528
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計∈
　　　　　　　　　　　　　　共済費2◎627

　　　　　　　　　　　　　　　　　その他78，031

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計518，632　∠

千万円

30

22

度
　
　
度

年
　
　
年

50
　
　
4
9

　
　
□

1

12

　
1
　
8
　
6
　
牛
　
2

そ
の
他

商
工
費

議
会
費

復
旧
費

災
　
　
害

消
防
費

衛
生
費

公
債
費

土
木
費

民
生
費

水
産
業
費

農
　
林

総
務
費

教
育
費

’
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歳入の構成

財
源
不
足

交
付
税

　
五
十
年
度
の
歳
入
は
、
大
き
く

分
け
る
と
別
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。　

そ
れ
ぞ
れ
を
簡
単
に
説
明
す
る

と
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

一
、
町
　
税

　
市
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
消
費
税
、

電
気
税
、
木
材
引
取
税
な
ど
を
総

称
し
て
町
税
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
最
も
大
き
い
も
の
は

市
町
村
民
税
と
固
定
資
産
税
と
な

り
ま
す
。

●

、

カ
ら

町
債
な
ど
に
し
わ
よ
せ

　
市
町
村
民
税
は
、
さ
ら
に
個
人

分
と
法
人
分
に
分
け
ら
れ
ま
す
が

不
景
気
な
ど
の
影
響
か
ら
、
前
年

に
比
し
て
十
四
・
七
パ
ー
セ
ソ
ト

の
伸
び
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
税
は
、
国
鉄
分
を
含

め
九
千
八
百
十
三
万
円
、
前
年
よ

り
十
九
・
一
バ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び

で
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
昨
年
よ
り
十

三
万
八
千
円
ほ
ど
減
額
し
、
三
百

十
二
万
四
千
円
で
す
。

　
た
ば
こ
消
費
税
は
、
町
内
で
売

ら
れ
る
た
ば
こ
に
対
し
て
課
税
さ

れ
る
も
の
で
、
ほ
ぼ
一
割
の
増
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
十
九
年

度
の
場
合
百
円
の
た
ば
こ
に
対
し

十
五
円
六
十
銭
く
ら
い
が
町
に
入

っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
さ
ら
に

増
額
さ
れ
る
見
込
み
で
す
の
で
、

た
ば
こ
を
買
わ
れ
る
場
合
は
、
ぜ

ひ
町
内
で
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

電
気
税
、
皆
さ
ん
が
消
費
さ
れ

る
電
気
の
使
用
料
の
中
に
五
パ
ー

セ
ン
ト
の
税
金
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
（
二
千
円
以
上
の
使
用
料
の

も
の
）
。
今
年
は
五
百
五
十
万
円

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
木
材
引
取
税
、
木
材
の
取
引
き

や
、
伐
採
に
対
し
て
課
さ
れ
る
も

の
で
、
予
算
額
は
十
万
円
と
ご
く

わ
ず
か
で
す
。

二
、
地
方
譲
与
税

　
現
在
町
で
は
、
自
動
車
重
量
譲

与
税
だ
け
で
す
。
こ
れ
は
国
で
徴

収
す
る
自
動
車
重
量
税
の
四
分
の

一
が
地
方
に
く
る
も
の
で
、
本
年

は
七
百
万
円
の
計
上
で
す
。

三
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金

　
自
動
車
購
入
時
に
徴
収
さ
れ
る

も
の
で
、
総
額
の
七
十
バ
ー
セ
ン

ト
が
市
町
村
に
交
付
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
九
百
万
円
で
す
。

四
、
地
方
交
付
税

　
歳
入
中
最
も
大
き
い
財
源
で
す

q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
、

　
自
動
車
重
量
税
は
、

道
路
整
備
の
た
め
に

　　　鱗

鐵

　
　
　
　
　
　
　
灘
　
灘
灘
懸
獲

こ
れ
は
国
が
徴
収
す
る
所
得
税
、

法
人
税
、
酒
税
の
総
額
の
三
十
ニ

パ
ー
セ
ソ
ト
を
地
方
に
交
付
す
る

も
の
で
、
普
通
交
付
税
及
び
特
別

交
付
税
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
場
合
、
町
で
は
財
源
難

か
ら
前
年
よ
り
三
十
五
・
五
パ
f

セ
ン
ト
多
い
五
億
八
千
五
百
万
を

見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
中
に

は
、
災
害
等
特
殊
な
事
態
の
と
き

に
交
付
さ
れ
る
特
別
交
付
税
を
も

見
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

五
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

　
交
通
安
全
施
設
や
事
業
の
充
実

を
ね
ら
っ
て
交
付
さ
れ
る
も
の
、

予
算
額
は
四
十
万
と
わ
ず
か
で
す

が
、
人
口
の
集
中
度
、
事
故
発
生

件
数
な
ど
で
交
付
さ
れ
る
も
の
で

す
。

六
　
分
担
金
及
び
負
担
金

　
特
定
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
受
益
者
か
ら
徴
収
す
る

’

嚇

　　　　　　　　　　　　　　単位：万円

【総務費】

＊合同しゅん功式100．、＊町有住宅有線工事

47、＊仙田開発協議会補助40、＊街路灯設置

13、＊カーブミラー設置27、＊集落移転住宅

建設利子補給・27、＊広域事務組合負担374、

＊マイクロバス購入195、＊克雪センター建

設6，532、　＊農村総合整備計画49、＊税納期

前納付奨励金212、＊納税組合事務交付128、

＊町長選105、＊農委選93、＊国勢調査費95

【民生費】

＊町社会福祉協補助57、　＊老人クラブ運営

補助119、＊国保会計繰出600、＊敬老祝金

88、　＊寝たきり老人見舞金24、　＊老人医

療費扶助2，927、＊出かせぎ者帰省パス補助

11、＊児童絵本代34、＊保育所建設3217

【衛生費】

＊予防接種48、　＊循環器検診（2次検含）

105、＊へき地医薬品代23、　＊予防接種ワ

クチン代104、＊子宮ガン検診16、　＊結核

間接撮影（精検含）61、　＊胃ガソ検診77

＊妊産婦乳児医療扶助150、＊防疫剤無償配

布122、＊旧火葬場取りこわし代60、　＊十

日町市川西町衛生施設組合負担金2，000、＊下

水溝整備補助40、　＊簡易火葬炉設置補助10

＊妊婦乳児検診51、　＊母子栄養強化ミルク

代45、　＊水道会計繰出600

も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
災
害
復
旧
費
の
分
担

金
の
ほ
か
、
保
育
料
な
ど
を
負
担

金
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

勺
　
使
用
料
及
び
手
数
料

　
母
子
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
や
総

合
セ
ソ
タ
ー
の
使
用
料
の
ほ
か
、

戸
籍
関
係
の
証
明
料
な
ど
が
こ
れ

で
す
。

八
、
国
庫
支
出
金

　
町
が
行
う
事
業
に
対
し
て
、
国

が
そ
の
一
部
を
負
担
す
る
も
の
、

本
来
国
が
行
う
べ
き
仕
事
を
町
が

代
行
す
る
も
の
に
対
し
て
の
交
付

金
、
国
が
奨
励
す
る
事
業
を
取
入

れ
た
と
き
の
補
助
金
な
ど
が
こ
れ

に
あ
た
り
ま
す
。

　
い
わ
ば
、
事
業
に
対
す
る
ひ
も

つ
き
財
源
と
い
え
る
も
の
で
内
容

は
広
範
囲
に
わ
た
り
ま
す
。

九
、
県
支
出
金

　
　
　
（
次
頁
上
段
へ
）

　
…

主なる仕事
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国
庫
支
出
金
と
同
じ
よ
う
な
も
　
に
よ
っ
て
借
り
ら
れ
る
も
の
で
、

の
で
す
。
例
え
ば
、
保
育
所
運
営
　
無
制
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
年

費
、
老
人
医
療
費
、
農
業
構
造
改
　
は
一
億
一
千
五
百
万
円
で
し
た
が

善
事
業
等
々
、
や
は
り
範
囲
の
広
　
今
年
は
二
億
三
千
四
百
四
十
万
円

い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
と
倍
増
し
ま
し
た
。

十
、
財
産
収
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
源
不
足
の
関
係
か
ら
、
こ
の

　
町
有
財
産
の
売
払
い
、
町
有
住
　
へ
ん
に
も
か
な
り
の
無
理
が
表
わ

宅
、
機
械
の
貸
付
け
料
な
ど
の
収
　
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

入
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
末
の
借
金
の
総
額
は
、
五

十
一
、
寄
附
金
　
　
　
　
　
　
　
　
億
三
百
万
ほ
ど
で
す
が
、
新
規
の

　
事
業
に
対
す
る
地
元
寄
附
な
ど
　
借
入
分
を
含
め
る
と
五
十
一
年
三

が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
　
　
　
月
に
は
、
七
億
八
百
万
と
な
り
ま

十
二
、
繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
前
年
度
の
決
算
に
よ
り
、
繰
越
　
　
参
考
ま
で
に
、
今
年
支
払
う
借

さ
れ
る
も
の
、
一
千
万
円
を
見
込
　
金
の
利
子
は
、
四
千
百
四
十
三
万

み
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
、
一
世
帯
当
り
一
万
七
千
六
百

十
三
、
町
債
　
　
　
　
　
　
　
　
円
、
一
人
当
り
で
は
三
千
九
百
七

　
町
の
借
金
で
す
が
、
国
の
許
可
　
十
円
程
に
な
り
ま
す
．

3
ヌ
ヌ
3
ヌ
3
ヌ
3
ヌ
ヌ
3
ヌ
3
㌔
⊂
」
3
3
3
3
3
ヌ
ヌ
3
ヌ
3
3
3
塗

　
　
　
　
　
　
5
0
2
0
助
地
二
助
事
　
　
　
野
及

　
　
　
円
　
　
3
助
補
土
，
補
林
　
　
　
＊
場

　
　
　
巧
　
雌
嚇
灘
難
造
　
　
町

　
　
　
戦
瀬
蜷
説
購
　
警

　
　
　
　
　
　
鷲
欝
欝
構
8
　
錨

事
濃
燃
い
卿
儲
柵
俳
助
頗
照

砒
剤
魍
灘
離
灘
　
哺
箒

　
　
　
　
　
【
＊
＊
＊
3
改
次
1
業
　
【
＊
口
びび二六公園整備700
　　　　　　　　　　　　　蓼
　　　　　　　　　　　　　ヌ
【土木費】　　　　　　　3

＊道路補修175（下平・神社・沖立線・蒲1

橋等）、＊町道工事等8，100（改良　伊友裏町蓼
傍西浦・山手・野・下原・新町岩瀬・北沢1

田戸藤沢・十二林環状・小脇環状・木落原田　ヌ
線・舗装四郎兼寺尾・伊友小根岸・下平新妻

田元町・野口西浦・中屋敷藤沢・山手線、消3
雪パィブ・下平線等）・＊仙田駆道路舗装原1

材料200、＊橋りょう新設改良1，500（深瀬3
霜条橋等）・＊繭関係費t399・＊準用河ノll妻

改修工事300　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　蓼
　　　　　　　　　　　　　ヌ
【消防費】　　　　　　　　3
＊鰍消腋567・（常備消阻娼5」ド常備妻

消防1，185）　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　ヌ
【教育費】　　　　　　　3
覗童用机・いす甑＊小学校工輔負29・1

（千小ブール浄化装置替、上野小水道配管、　ヌ
仙小校庭整備泊創・グラソド防球網）・＊白1

倉小グラソド用地買収99、＊川中通学バス委ヌ
託夙＊スクールバス購入甑＊学校建設1

工事11，200（寄宿舎スクールパス車庫等）、　ヌ

＊寄宿舎纈設備等瓢＊幼稚園建設璃1
5，220（園舎建設等）、＊同備品購入47、＊成ヌ

　　　　　　　　　　　　　3入式費63
　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　ヌ【災害復旧費】　　　　　　　　　　ヌ
＊国庫農林水産施設災4，136（岩瀬・大白倉ヌ

　　　　　　　　　　　　　ヌ室島・藤沢・星名新田・小白倉・小脇・中仙3

田・大倉●野口・上野・蝿敷等）・棚1
費分70・＊国庫公共土木災648（観光道路。　3
室島藤沢・新町岩瀬・中屋敷藤沢線、山野田　3

　　　　　　　　　　　　　ヌ川等）＊同町費分200　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　峯
【公債費】　　　　　　　ヌ
＊元金2，943、＊利子4，144　　　　　　　　　ヌ

　　百六二っ　り年規　　表こ
　　七百万借　ま三の五　わの

　　　　　町税の推移

今年借入れ予定の地方債

　　　　　　単位1千円

　　　　　　　　　　一世帯当り

　　　　　　　　　　一人当り

　　　　　　　　　　　　　町

　　　　　　　　　　一・世帯当り

　　　　　　　　　　一人当り

単位：千円

区　　分 47年度 48年度 49年度 50年度

市町村民税 28，436 31，173 42，000 48，270

固定資産税 84562 81，516 82㌧375 g8，138

軽自動車税 3，314 3，314 亀262 3，124

たばこ消費税 9，518 10，143 12，262 13，500

電　　気　　税 峨964 生746 5，400 5，500

木材引取税 128 150 150 100
一
　
　
　
計 130，922 131，042 145，449 168，632

起債の種類 金額
1』墓雪管理セソタ州建

設　　　事　　　業
46，000

2保育所建設事業 10，000

3。有　線　放　送　設
備　整　備　事　業

4・，000

4．観光道路整備事業 5，000

δ林道開設事業 3，000

6道路橋りょう及び河
川　改　良　事

71，700

7川西中学校寄宿舎建
設　　　事　　　業

50，000

ス　　グ　　ー　　ノレ　ノく

8．ス　購　入　事　業 3，000

g．川　西　幼　稚　園
建　　設　　事　業

30，000

10．災害復旧　事業 6，700

11．道路改良　事業 5，000

合　　　　　計 234，400

一般会計予算

618000円　，

139159円
　，

税

72127円
　，

16241円
　，

在
3
8
8
3

現
3
3

　
つ
　
　

り
1
2
0

　
　
1

4，
数
ロ

o
帯

5
世
人
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特別会計

節減に努め
　　　住民サービスの向上をめざす

『
国
保
事
業
会
計
』

保
険
料
三
十
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト

引
上
げ

　
本
年
度
予
算
、
一
億
三
千
七
百
二

十
五
万
七
千
円
は
、
前
年
当
初
よ

り
三
十
二
・
六
パ
ー
セ
ソ
ト
の
伸

び
率
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
（
医

療
費
等
）
が
八
十
七
・
七
パ
ー
セ

ソ
ト
と
予
算
の
大
部
分
を
し
め
て

い
ま
す
。

　
昨
年
二
回
に
わ
た
る
医
療
費
の

値
上
げ
や
、
医
療
費
の
無
料
化
、

高
額
療
養
費
の
支
給
な
ど
が
、
大

き
な
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
保
険
料
が
全
体

の
三
十
二
・
一
パ
ー
セ
ソ
ト
、
国

庫
支
出
金
が
六
十
三
・
四
パ
ー
セ

つ
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
寂

～
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
～

～
　
り
円
円
円
円
円
　
～

～
　
当
2
0
5
0
4
～

～
　
帯
9
8
0
0
62
6
5
0
6
～

～
　
世
9
a
4
亀
9
～

～～

線
4
5
4
4
4
～
～

～～

鰍
　
　
　
　
～
～

～～

鞠
　
　
　
　
｝

　　～
攣
雀
中
蕊

酔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
～
～
～
～
～
5
～
～
～
～
～

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
の

補
助
に
も
限
度
が
あ
る
た
め
、
い

き
お
い
保
険
料
に
負
担
が
か
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
場
合
、
保
険
料
は
世
帯

平
均
四
万
九
千
六
十
四
円
、
三
十

七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
上
げ
と

な
り
ま
し
た
。

　
高
福
祉
の
た
め
あ
る
程
度
の
高

負
担
も
や
む
を
得
な
い
も
の
と
い

え
ま
し
よ
う
。
別
表
は
、
近
隣
市

町
村
の
保
険
料
で
す
が
、
医
療
機

関
が
身
近
か
に
あ
る
地
域
、
便
利

な
所
ほ
ど
保
険
料
が
高
い
現
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
内
訳

一
、
総
務
費
　
　
一
三
、
九
八
八
千
円

二
、
保
険
給
付
費

　
　
　
　
　
一
一
〇
七
、
八
一
五
千
円

三
、
保
険
施
設
費
　
九
、
〇
五
六
千
円

四
．
基
金
積
立
金
　
　
一
一
二
千
円

五
、
公
債
費
　
　
　
　
　
四
＋
千
円

六
、
諸
支
出
金
　
　
　
　
　
二
千
円

七
、
予
備
費
　
　
　
六
、
一
一
三
五
千
円

　
合
計
一
一
三
七
、
一
一
五
七
千
円

『
国
保
施
設
会
計
』

診
療
所
・
仙
田
へ
き
診
・
歯
科
診

　
　
い
ず
れ
も
診
療
収
入
が
歳
入
の
大
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
を
含
む
総
務
費
が
四
十
二
・
九

ま
ヌ
ヌ

納触《《《《《《納《《触《《《《《《《《《《《《《《《《《h酬《《《《《《《《《《蘭《《《《酬西《飴《《《《《《《《《《《《隔《《《《《《《《《《《《《《《M《《《

．
節
約
－
人
件
費
1
あ
れ
こ
れ

診
療
　
所

　
歳
入
歳
出
四
千
二
百
十
五
万
一

千
円
の
規
模
で
、
歳
入
に
あ
っ
て

は
、
診
療
収
入
が
全
体
の
九
十
五

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
千
三
十
七

万
五
千
円
と
ほ
と
ん
ど
予
算
全
額

を
し
め
て
い
る
形
で
す
。

　
ま
た
、
歳
出
で
は
、
薬
品
類
、

注
射
器
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
の
医
業
費

が
、
全
体
の
五
十
二
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
の
ほ
か
、
従
事
職
員
の
給
料

パ
ー
セ
ソ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
当
初
予
算
よ
り
、
二
十
六

・
四
パ
ー
セ
ソ
ト
ほ
ど
伸
び
て
い

ま
す
が
、
歳
入
の
ほ
ば
全
体
を
し

め
る
診
療
収
入
の
伸
び
を
反
映
し

た
予
算
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
内
訳

一
．
総
務
費
　
　
一
三
、
九
八
八
千
円

二
、
保
険
給
付
費

　
　
　
　
　
一
一
〇
七
、
八
一
五
千
円

三
、
保
健
施
設
費
　
九
、
〇
五
六
千
円

　
　
　
（
次
頁
上
段
へ
）

　
い
ず
れ
の
自
治
体
で
も
、
予

算
編
成
で
最
も
注
目
さ
れ
た
の

が
人
件
費
の
よ
う
で
す
。
人
件

費
の
伸
び
が
、
他
の
事
業
費
を

圧
迫
す
る
た
め
に
、
財
政
構
造

の
バ
ラ
ソ
ス
が
く
ず
れ
る
、
と

い
う
こ
と
が
大
き
な
理
由
の
よ

う
で
し
た
。
特
に
今
年
は
、
人

件
費
に
限
ら
ず
財
政
内
容
の
再

検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と

も
否
め
ま
せ
ん
。

　
庁
用
備
品
類
の
購
入
取
り
や

め
、
消
耗
品
類
の
節
約
、
諸
会

議
で
の
飲
食
の
削
減
、
そ
の
ほ

か
、
人
件
費
で
は
．
町
長
以
下

管
理
職
の
給
料
の
一
部
返
上
、

一
般
職
員
の
超
過
勤
務
手
当
額

の
頭
う
ち
な
ど
を
中
心
と
し
て

ケ
チ
ヶ
チ
運
動
を
盛
り
あ
げ
て

い
ま
す
。

　
人
件
費
は
、
総
額
で
三
億
八

千
二
百
五
十
万
、
前
年
の
二
億

七
千
七
十
八
万
よ
り
四
十
一
・

三
パ
ー
セ
ソ
ト
か
ら
の
伸
び
で

す
。
予
算
全
体
に
し
め
る
割
合

い
は
、
二
十
六
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。
人
件
費
と
い
っ
て
も

そ
の
範
囲
は
非
常
に
広
い
も
の

に
な
り
ま
す
。
町
三
役
を
は
じ

め
噌
般
職
員
、
議
会
議
員
、
町

政
事
務
嘱
託
員
や
各
種
行
政
委

員
会
の
委
員
に
至
る
ま
で
、
関

タ
タ
メ

　
　
蘭

　
　
餓

な
ど
す
べ
て
を
含
み
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
一
般
職
員
が

最
も
多
い
わ
け
で
す
か
ら
、
給

料
が
人
件
費
の
半
分
近
く
を
し

め
る
の
も
や
む
を
得
な
い
こ
と

で
す
が
、
町
の
規
模
や
、
財
政

面
か
ら
し
て
、
ほ
ぽ
適
当
な
人

件
費
構
成
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
一
般
に
、
自
主
財
源
だ
け
で

人
件
費
を
ま
か
な
え
な
い
、
と

い
っ
た
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、

私
ど
も
の
町
で
も
、
数
字
を
比

較
す
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
方
行

政
と
い
え
ど
も
、
国
県
の
委
託

業
務
も
年
々
量
が
伸
び
て
お
り

ま
た
、
町
が
国
県
に
お
願
い
し

て
取
入
れ
る
事
業
も
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
自
主
財
源
と

依
存
財
源
を
混
合
し
て
、
は
じ

め
て
地
方
の
行
政
が
円
滑
に
な

る
わ
け
で
、
町
が
多
く
の
事
業

を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
ど
う

し
て
も
職
員
数
が
多
く
な
り
、

し
た
が
っ
て
人
件
費
も
増
嵩
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ヶ
チ
ヶ
チ
運
動
の
中

で
は
、
議
会
議
員
が
特
別
旅
費

を
返
上
さ
れ
た
経
過
も
あ
り
、

苦
し
い
予
算
の
内
面
を
の
ぞ
か

磐
鱒
猟
祉
赫
櫓
繍
3
鍔
鋤
曇
謎
郵
』《《飴《《納《《《《酷《《《《納《《《《《《《《《《《《《《《《納《《《《《《《《《《酬餉《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《餓《《《《酬《《《《《《納《《《《酬触《《《《《《《《
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四
、
基
金
積
立
金
　
　
＝
一
一
千
円

丑
、
公
債
費
　
　
　
　
　
四
〇
千
円

六
、
諸
支
出
金
　
　
　
　
　
一
一
千
円

七
、
予
備
費
　
　
　
六
、
一
＝
昌
霊
千
円

　
合
計
…
昌
七
、
一
一
五
七
千
円

四
、
予
備
費

　
合
　
計

　
昌
、
O
O
O
千
円

一
孟
、
〇
三
八
千
円

へ

き
　
診

　
前
年
度
当
初
よ
り
二
十
七
・
四

パ
ー
セ
ソ
ト
伸
び
た
、
一
千
十
万

七
千
円
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
国
保
施
設
会
計
と
ほ

ぽ
同
じ
も
の
で
、
診
療
収
入
が
歳

入
の
ほ
と
ん
ど
を
し
め
、
歳
出
で

は
、
総
務
費
、
医
業
費
が
主
な
る

も
の
で
す
。

　
歳
出
の
内
訳

　
　
『
農
業
共
済
』

　
　
　
損
宝
・
防
止

　
前
年
度
予
算
四
千
二
百
七
十
五

万
一
千
円
を
、
二
十
・
六
パ
ー
セ

ソ
ト
上
わ
ま
わ
る
五
千
百
五
十
四

万
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
、
前
年
の
不
作
の

て
つ
を
ふ
ま
な
い
よ
う
、
損
害
防

止
対
策
を
重
点
と
し
て
い
ま
す
。

　
参
考
ま
で
に
、
昨
年
水
稲
の
減

収
に
よ
り
支
払
わ
れ
た
共
済
金
額

は
、
五
百
万
を
こ
え
て
お
り
、
平

年
の
場
合
は
、
百
万
円
程
度
と
の

こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
町
で

は
損
害
防
止
に
重
点
を
置
く
と
と

も
に
、
補
償
面
の
充
実
も
考
え
選

　
　
翠
購
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
■
，

に

重

占
’b、、

歯
　
科
　
診

　
本
年
度
予
算
一
千
五
百
三
万
八

千
円
は
、
前
年
よ
り
二
十
四
・
ニ

パ
ー
セ
ソ
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た

　
歳
入
で
は
、
診
療
収
入
が
哺
千

三
百
万
七
千
円
で
全
体
の
八
＋
六
、

五
バ
ー
セ
ソ
ト
を
し
め
し
て
い
ま

す
。

　
歳
出
の
内
訳

一
、
総
務
費
　
　
’
＝
、
五
三
三
千
円

昌
、
医
業
費
　
　
　
一
、
四
竃
誠
千
円

三
、
公
債
費
　
　
　
　
　
五
〇
千
円

麹

一
、
総
務
費

一
一
、
医
業
費

三
、
公
債
費

四
、
予
備
費

　
ム
・
　
計

（
住
民
の
健
康
を
願
っ
て
…

六
、
四
八
四
千
円

　
三
、
四
七
三
千
円

　
　
一
〇
〇
千
円

　
　
　
蕊
O
千
円

一
q
一
〇
七
千
円

靴

職

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
灘
■
、
灘

上
　
診
療
所
に
て
　
下

択
共
済
金
の
最
高
の
も
の
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
こ
の
関
係
か
ら
、

水
稲
掛
金
は
平
均
二
百
円
く
ら
い

が
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
水
稲
収
量
等
級
改
定
調

査
を
行
う
経
費
も
み
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
歳
出
の
内
訳

一
、
農
作
物
共
済
勘
定

　
　
　
　
　
　
三
〇
、
一
六
六
千
円

昌
、
蚕
繭
共
済
勘
定
　
一
一
八
六
千
円

三
、
家
畜
共
済
勘
定
一
、
七
四
一
一
千
円

四
、
業
務
勘
定
　
一
九
、
三
五
〇
千
円

　
合
計
　
五
一
、
五
四
四
千
円

　
　
　
『
簡
易
水
道
、
水
道
会
計
』

　
　
施
設
の
充
実
を
め
ざ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
料
は
現
行
の
ま
ま

　
水
道
は
、
簡
易
水
道
事
業
一
千
　
原
価
を
み
ま
す
と
、
千
手
、

四
百
七
十
六
万
一
千
円
、
水
道
事
　
地
区
三
十
五
円
六
十
六
銭
、

業
（
企
業
会
計
）
一
億
七
千
百
七

中上
仙野

田
百
十
二
円
二
銭
、
橘
七
十
二
円

七
十
五
銭
、
赤
岩
百
九
十
三
円
四

十
二
銭
（
い
ず
れ
も
人
件
費
除
く
）

と
な
っ
て
お
り
、
小
規
模
の
も
の

ほ
ど
、
単
価
が
割
高
と
な
っ
て
い

る
よ
・
つ
で
す
。

簡
水
歳
出
の
内
訳

仙
田
へ
き
診
）

万
八
千
円
の
二
つ
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。

　
簡
易
水
道
で
は
、
中
仙
田
、
橘

赤
岩
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
維
持
管

理
費
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り

企
業
会
計
で
は
、
前
年
か
ら
の
広

域
水
道
施
設
の
建
設
事
業
に
主
力

が
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　
広
域
水
道
施
設
は
、
千
手
、
上

野
地
区
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す

が
、
こ
の
完
成
に
よ
り
、
断
水
、

水
不
足
の
解
消
が
進
め
ら
れ
ま
す

　
ま
た
、
給
水
料
の
全
町
一
律
に

一
ト
ン
当
り
四
十
円
は
、
従
来
の

ま
ま
と
な
り
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
現
行
一
ト
ン
当
り
の

一
総
務
費

二
、
維
持
管
理
費

三
、
公
債
費

四
、
繰
上
充
用
金

流
、
予
備
費

　
ム
・
計

　
　
　
　
　
　
一

　
企
業
会
計
歳
出
の
内
訳

一
、
水
道
事
業
費
用

　
　
　
　
　
　
一
三
、
六
一
二
千
円

昌
、
資
本
的
支
出

　
　
　
　
　
一
五
七
、
四
丘
七
千
円

　
合
計
一
七
一
、
〇
七
八
千
円

三
、
四
呂
七
千
円

四
、
〇
一
一
一
千
円

四
、
七
三
五
千
円

一
一
、
五
〇
〇
千
円

　
　
八
七
千
円

四
、
七
六
一
千
円

（
全
自
動
化
す
る
浄
水
場
）




